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１年生　第４セッション

事実かな？
話して確かめよう。
所要時間
50分
目的
1． よい人間関係を作っていくためには、自分の中で曖昧な感情やその原因となっていることについて、相手に確かめてみる必要性があることを理解させる。
2． 人間関係において真実を追究するために、自分で考えたことが事実であるかどうか、相手に確かめることができるようにさせる。
準備するもの

□フラッシュカード(「ストップ＆シンク！」「人に事実を確かめるときのステップ」「一番確かめたいことを、疑問形「～？」で言おう」「その理由として、見たことなどの事実を言おう」)
□ポスター「1年生ピアの目標」

□模造紙①「クリティカル･シンキングの3つのステップ」（第２セッション模造紙①）
□模造紙②「今日のテーマ・目標・学習の流れ」
□模造紙③「上手な自己主張の3つの柱」
□役割プラカード「話し手」「聞き手」
□お助けカード

□プリントA「勇気を出して確かめてみよう！」（生徒数）
□プリントB「勇気を出して確かめよう！チェックシート」（2枚を並べてB4に縮小可、生徒数）
□第4回まとめプリント（第4回振り返り用紙と両面印刷、生徒数）
□第4回振り返り用紙（第4回まとめプリントと両面印刷、生徒数）
般化維持プログラム　　　　　　　　　

□チャレンジ・プリント1，2（生徒数）

□中学校1年生ピアピア新聞第4号（生徒数）

生徒の持ち物

□ピア・サポート・ファイル

□筆記用具
	活動項目
(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	生徒の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習(5分)

	中学1年生としての授業の目標の確認 (1/1)

前回の授業の復習(3/4)　　
導入（1/5）
	1．中学校1年生としての授業の目標

· 今日は「ピア･サポート」の４回目、最終回です。
· 1年生のピア･サポートの授業の目標は、もう大丈夫ですね？ここに貼ってある通りで、「クリティカル･シンキングができるようになろう！」です。「物事をよく調べて、ていねいに考えて、判断する」方法を学習してきました。
2．前回の授業の復習 
· では、これまでの授業を復習しましょう。
・まず、クリティカル･シンキングをするための心構えはなんでしたか？

· 「ストップ＆シンク！」でしたね。

・では、クリティカル･シンキングには、どんなステップがありましたか？思い出してみましょう。
＊模造紙①は以下の□部分をあらかじめマスクカード（色のついた紙などで隠しておく）をつけておく。

クリティカル･シンキングの３つのステップ

ｽﾃｯﾌﾟ1：行動する前に、自分がどんな感情か考える

ｽﾃｯﾌﾟ2：その感情は、どんなことによって起こったのか考える

ｽﾃｯﾌﾟ3：そのことを、「事実」と「思い込み･推測」に分ける
· 今までこの3つのステップを練習してきました。「ストップ＆シンク！」という心構えと、3ステップは普段の生活でも、できるようになってきたでしょうか？
· ところで、クリティカル・シンキングのポイントは、ステップ３で感情をかき乱している原因となることを「事実」と「思い込み･推測」に区別することです。しかし、これはなかなかうまくできません。できたとしても本心では納得できないことも、多々あります。

· そんなときは、“相手に直接尋ねること”が必要になってきます。今日は、その相手に直接尋ねて解決する、ということを学習します。

	　
「ストップ＆シンク！」

	●(あらかじめ黒板外に掲示)ポスター「1年生ピアの目標」
●フラッシュカード「ストップ＆シンク！」

◇フラッシュカード提示

●(あらかじめ掲示)模造紙①｢クリティカル･シンキングの3つのステップ｣(ステップのキーワードごとにマスク・カードを貼っておく)
◇マスク・カードをはがす



	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(2分)

	説明(2/7)
	1．今日のテーマと目標
· というわけで、今日のテーマと目標を発表します。こちらを見ましょう。
テーマ：「事実かな？話して確かめよう！」
目　標：「自分の考えていることを冷静に相手に話せるようになろう！」
2．今日の学習の流れ

・今日の学習の流れを説明します。
· 今は①「復習」が終わり、②「今日の学習の流れ」を説明しています。
· これからいつものように③活動に入ります。今日の活動は「勇気を出して確かめよう！」です。
· 相手に直接尋ねる行動は、勇気のいる行動です。それでこの活動を「勇気を出して確かめよう！」という名前にしました。
· 最後に④「まとめ」をして、⑤「振り返り用紙」に感想を書いて、終りです。

	
	●(あらかじめ掲示)模造紙②「今日のテーマ・目標・学習の流れ」

	3.活動「勇気を出して確かめよう！」（34分）

	プリント１の説明（2/9）
上手な自己主張の要素確認（2/11）
コツを学ぶ（5/16）
言葉を考える（5/21）
声と体の成分の説明（2/23）
小グループでの自己主張の練習と評価（12/35）

全体シェアリング（4/39）

活動のまとめ（2/41）
	1．プリント1の説明
· では、さっそく③の活動に進みます。
· これからプリントを1枚配ります。「勇気を出して確かめよう！」というプリントです。まず、自分の組と名前を書きましょう。

· プリントの始めに〈あらすじ〉が書かれています。前回と同じ物語です。「約束をしていた友だちを街で偶然見かけた」というあらすじです。前の授業では、このときのもやもやした気持ちをクリティカル・シンキンのステップで丁寧に考えましたね。
· 今日はその先に進みます。下に、「主人公はこの場面で、次のように考えました。しかし、それは事実かどうか、わかりません。そこでCさんに確かめてみることにしました。」と書かれています。

· 主人公は、「事実」と「思い込み･推測」を分けることはできたけれど、やっぱり「Cさんは、自分よりDさんと遊びたかったのではないか」という思い込み・推測を完全に解消することはできていないのですね。そして、その推測が事実である可能性について、Cさんに確かめてみることにしたのです。
· こんなときは、小学校６年生のピア･サポートで学習した「上手な自己主張」を使います。

（小学校でピア・サポートの授業を行っていない生徒がいる場合、“小学校６年生で学習した”という部分は省いて解説していくこと）

2．上手な自己主張の３本柱の説明（小６でプログラムを受けていれば復習事項・簡単な確認程度で）

· 上手な自己主張とは、自分の発言への責任と、相手への思いやりをこめた自己主張のことです。
· 「上手な自己主張のステップ」は、2回目の授業で使ったプリントAの2ページ目の下に説明されています。それを出して見てください。「上手な自己主張の3本柱」という説明がありますね。持っていない人はこちらの模造紙を見ましょう。

· 上手な自己主張には3つの柱があります。何と書いてありますか？

· 「言葉」「声」「体」ですね。

3.言葉を見てみよう
· まずは言葉を見てみましょう。上手な自己主張では①始めに言いたいことの「結論」を言います。それから②その「理由」を言い、最後に③「相手にも意見を聞きます」。
· では、プリントにあるセリフを読んで、「結論」とそう思う「理由」と相手に聞く言葉に下線を引きましょう。
「昨日、Dさんと遊んでたでしょ。
（結論：自分が一番確かめたいこと）
　Cさんって裏切り者だからね！　（そう思う理由）
　そうでしょ？？？」　　　　　　（相手に聞く言葉）
・そうですよね。こうしてみてみると、ちゃんと結論も、そう思う理由も、相手に聞く言葉も入っています。でも…どうですか？こんなふうに言われたら、言われた相手としてはどんな気持ちでしょうか？
・あまりいい気分ではないですよね？では、今度はどうでしょうか。黒板に書きますよ。
「昨日、もしかしてDさんと遊んでた？　　　 （結論）
　たまたま街で見かけたんだけど。　（そう思う理由）
　見間違いかな？？？」　　　　　　（相手に聞く言葉）
· 結論と、理由と、相手に聞く言葉がそれぞれどれだかわかりますか？

· はい。2つを比べてみると、始めの方より2回目の方がずっとよくなりましたよね？なぜでしょうか。実はここに人に事実を確かめるときのコツが２つ含まれています。
3-1．コツ１「～かな？」と疑問形にする
· 「事実かどうか気になっていること、わからないこと」を人に確かめるとき、いきなりズバッと、しかも決めつけた言い方をしてしまうと、もし間違っていたとしたら、相手はとても嫌な気持ちになります。
· この場面で言えば、１回目の方はCさんに向かって突然「昨日、D子さんと遊んでたよね。」とあなたが気になっていることを決めつけていってしまいました。
・そこで、人に「事実かどうか、気になっていること、わからないこと」を確かめるときは、決めつけるような言い方（断定形）で結論を言わず、「～かな？」というように、最後に「？マーク」をつけて（疑問形）言うようにします。
・そうすることで、できるかぎり相手に嫌な思いをさせずに、自分の言いたいことが言えるようになります。
3-2．コツ2 理由では事実を言う

・次に理由を言うときのコツです。
・結論の理由を言うときには、「見たことなどの事実」を言うようにします。
· ここでは１回目は「Cさんって裏切り者だからね！」と言ってしまいましたが、これはあなたの「思い込み」「推測」ですよね？２回目の方は「たまたま街で見かけた」と事実を言うことができました。こうした方が相手も誤解せずに聞いて、なぜあなたがそう思ったのかを理解できます。
・言葉の2つのコツ、わかりましたか？
3-3．課題の言葉を考える
· では、これからそのコツを使ってみましょう。プリントBを配ります。配られたら名前を書いて読んで待ちましょう。

· いいですか？では、問題を読みます。
→問題を読む。

· 場面は、運動会の様子です（実態に応じて、場面変更をしてもよい）。この場面であなたは、事実についてAさんに直接確かめてみなければなりません。

· 早速、今、学習した「上手な自己主張」の言葉の３ステップを使って、相手に事実かどうか確かめるセリフを考えます。ステップ1、ステップ2、ステップ3のそれぞれのせりふを、線の上に書きましょう。

· 時間は3-4分です。では、始めましょう。
· （3分経ったら）そろそろどうでしょうか？書けていたら前を向きます。

4．声と体（言い方）にも気をつけて
· では、これから今書いた言葉をお互いに言いあってみます。けれど、上手に自己主張するためには、言葉の中身だけでなく、その言い方にも気をつける必要があります。
· 言い方には、「声」と「体」に気をつけなくてはなりません。せっかく良い言葉でも言い方がきつかったりすると台無しですね。声と体をどうしますか？
· そうです。プリントと模造紙にあるように、「ちょうどよい声の大きさと速さ」で、「体の向きや表情」にも注意を払って、主張するようにしましょう。
5．小グループでの自己主張と評価
· これから、小グループに分かれて活動します(事前に3、4人グループを決めて、生徒に示しておく)。
· 今作ったセリフを、代わる代わるグループのメンバーに向かって発表します。そして、自分の自己主張ぶりを、メンバーに評価してもらいます。
· プリントのチェックシートを見ましょう。
・（生徒の様子を見て）では、ここで「問題２」を私が読みます。
→問題を読む。

· この場面で、みなさん（話し手）は、グループの中にいるAさん（聞き手）に向かって、勇気を出して確かめるのです。
· これからグループの中で、話し手と聞き手の順序をじゃんけんで決めます。
→以下、小グループの活動の仕方は、指導者と補助者が実際にモデルを示しながら、説明する。

１）一番初めに勝った人が話し手になります。話し手は、自分の書いたセリフを、自分の左隣の人に向かって言います。できるだけ、プリントは見ないようにした方がよいです。

２）話し手の左隣の人は聞き手、A さんです。相手をよく見て、あいづちをうちながら、話をちゃんと聞いてあげます。

３）残りの一人（あるいは二人）は観察者です。話し手の人が、上手な自己主張の三つの柱（言葉、声、体）を上手に使えているかよく観察して評価します。

４）ここまでのところを、実際にやってみます。

＜セリフ例＞

「私がアンカーだってこと、誰かに言った？Ａちゃんのクラスの人に『アンカーなんでしょ』って言われたの。何か知っている？」 

５）話し手の主張が終わったら、観察者が話し手からプリントをあずかって、上手にできていたところに○をつけてあげます。

注意点：観察者は、話し手が話し終わってから、プリントの言葉を見て○をつけるのはよくない。話している最中に、ちゃんとメッセージが伝わってくるかどうか、目や耳でよく観察して、判断する。
話し手も相手に伝わるように、声の速さや大きさに気をつけて、表情にも気をつけて、ていねいに話す。

· 1人目が終わったら、時計回りで順番に行い、グループ全員が終わるまで続けます。やり方はわかりましたか？
· では、グループを作りましょう。できたグループから、始めてかまいません。
6. 全体シェアリング
· (生徒の様子を見て)はい、終わりです。机を元に戻しましょう。
· それでは、みなさんが実際にしたことについて、感じたことを発表してもらいます。
→以下のことなどについて尋ねるとよい。

· 自己主張の「言葉」はなんと言ったか（1人が発表したら、同じ言葉を考えた生徒がいたかどうか、挙手などで確認する）。

· 難しかったところはどんなところか。○がつかなかったところはどこか。それは、なぜか。
· こんなふうに丁寧に話ができれば、どんなよいことがありそうか。

7．活動のまとめ
· 今日は、上手な自己主張の三つの柱、言葉と声と体のコツを使って、人に事実かどうか気になること、わからないことを確かめる練習をしました。
・相手に事実を確認するときは、こちらの考えが間違っているかもしれないことを前提にして考えないと、相手にとても嫌な思いをさせてしまう恐れがあります。
· ですから、自分の主張を曲げずにしっかり言いつつ、相手への思いやりも示すことは、勇気のいることであり、人を尊重する高度な技術でもあります。

· これこそまさに、自分も相手も大切にするピア・サポートですね。


	名前を記入する

第2セッションの授業プリントを出す
「言葉」
「声」「体」
指導者が板書している間、プリントに下線を引く

答えを言う
答えを言う
プリントに記入する

「ちょうどよい大きさと速さ」「体の向きや表情」
プリントを読む
小グループになる

小グループで活動する

机を元に戻す
発表する

	●プリントＡ「勇気を出して確かめよう！」
◇プリントの配付

●模造紙③「上手な自己主張の3本柱」

◇模造紙③の提示

◇言葉を板書する
◇下線を引く
◇言葉を板書する
◇下線を引く
●フラッシュカード「人に事実を確かめるときのステップ」
◇フラッシュカード提示
●フラッシュカード「一番確かめたいことを、疑問形「～？」で言おう」

◇フラッシュカード提示
●フラッシュカード「その理由として、見たことなどの事実を言おう」

◇フラッシュカード提示
●プリントB「勇気を出して確かめよう！チェックシート」
◇プリントB配付
●お助けカード
◇活動の補助
●役割プラカード「話し手」「聞き手」
◇モデル提示
◇活動の補助


	4.まとめ(5分)

	まとめ(5/46)
	· 今日の授業のまとめをします。第4回まとめプリントを配ります。
→まとめプリントを読み上げながら、空欄にキーワードを埋めさせていき、授業のまとめを行う。

· 中学1年生で学んだクリティカル･シンキングを、毎日の生活の中で活用して、よりよい人間関係を作っていきましょう。


	プリント記入
	●第4回まとめ
プリント/第4回振り返り用紙
◇第4回まとめ
プリント配付

	5.振り返り用紙の記入(4分)

	配付と記入と回収(4/50)
	· 最後に振り返り用紙を配ります。今日の授業を振り返って、感じたことを記入しましょう。
	振り返り用紙記入、提出
	◇第4回まとめ

プリント/第4回振り返り用紙回収




板書計画（案）
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ストップ＆シンク











模造紙③


上手な自己主張の


3本柱





昨日、D子さんと遊んでたでしょ。


Cさんって裏切り者だからね！　


そうでしょ？？？


　　↓　↓　↓　↓　↓　


昨日、もしかしてD子さんと遊んでた？


たまたま街で見かけたんだけど。


見間違いかな？？？　























模造紙②


目標


テーマ


(あらかじめ黒板外に掲示)





 フラッシュカード





人に事実を確かめるときのステップ











 フラッシュカード














　　　　　　　　　　　





模造紙①


ｸﾘﾃｨｶﾙ･ｼﾝｷﾝｸﾞの


3つのステップ








クリティカル･シンキングができるようになろう！
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